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住 宅 用 火 災 警 報 器
高齢者世帯への設置助成
　 実 施 す る 予 定 は

65歳以上の世帯を対象とした
　　設置事業を検討している

キ
※

ッズデザインへの取組
 より明確に示す考えは

ユニバーサルデザインガイドライン等で
 反 映 し て い く

新

た

な

基

金

計

画

利
子
運
用
基
金
の
取
り
崩
し
活
用
を

　

や

め

た

理

由

は

財

政

状

況

の

良

化

な

ど

に

よ

り

　

 

原

則

の

運

用

に

戻

し

た

た

め

ご
み
収
集
方
法
の
見
直
し

細
か
い
制
度
設
計
の
前
に

 

市
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は

制
度
設
計
前
に
骨
子
と
し
て
と
り
ま
と
め

 

意
見
を
聞
く
場
を
十
分
に
設
け
る

後期高齢者医療制度の健康診査
　 自 己 負 担 を 無 く す 考 え は

自己負担は導入しない方向で
　 調 整 を 行 っ て い る

市
営
住
宅
建
替
え

　

高

齢

者

施

策

と

の

連

携

は

市
営
住
宅
数
の
確
保
と
高
齢
者
施
策
と
の

　

政

策

的

な

調

整

が

必

要

安心して在宅療養できるよう
尾 道 方 式 を 参 考 に
　府中方式を構築する考えは

保健や医療、福祉の連携を図り
　本市らしいあり方を研究したい

吉
村　

文
明
議
員　

法
改
正
に
よ

り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

る
。
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
そ
の

設
置
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
市
は
警
報
器
の
設
置

を
ど
う
周
知
し
て
い
る
か
。

環
境
安
全
部
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
及
び
文
化
セ
ン
タ
ー

等
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
で
設

置
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

議
員　

高
齢
者
世
帯
は
、
住
宅
火

災
の
被
災
者
と
な
る
可
能
性
が
大

き
く
、
警
報
器
設
置
の
費
用
に
つ

い
て
も
、
年
金
生
活
者
が
多
い
た

め
、
大
変
な
負
担
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
を
対
象
と

し
た
警
報
器
設
置
の
助
成
制
度
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

福
祉
保
健
部
長　

65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
及
び
65

歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
で
、
非
課
税

者
を
対
象
に
、
既
存
住
宅

等
に
警
報
器
を
設
置
す
る

新
た
な
事
業
を
平
成
20
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、

現
在
、
検
討
し
て
い
る
。

奈
良
﨑　

久
和
議
員　

本
市
で
は
、

キ

※

ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
様
々

な
取
組
を
し
て
い
る
が
、
市
と
し

て
、
よ
り
明
確
に
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
組
む
こ
と
を
示
し
、
具

体
的
に
展
開
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

キ
ッ
ズ
デ
ザ

イ
ン
は
、
子
供
が
安
全
･

安
心
で

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
環
境
の

創
出
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
設

計
理
念
と
考
え
る
た
め
、
そ
の
理

念
を
行
政
や
市
民
、
事
業
者
に
浸

透
さ
せ
る
方
法
を
研
究
し
た
い
。

　

当
面
は
、
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
中

で
、
そ
の
考
え
方
を
反
映
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

職
員
の
研
修
や
調
査
研
究

等
の
た
め
、
産
学
官
民
の
協
働
に

よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
た
キ
ッ
ズ
デ

ザ
イ
ン
協
議
会
に
自
治
体
と
し
て

参
加
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

今
後
の
同
協

議
会
な
ど
の
活
動
を
見
守
る
中
で
、

参
加
の
必
要
性
等
を
検
討
し
た
い
。

※
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
⋯
子
供
の
安
全
･

安
心
と
健
や
か
な
成
長
発
達
に
つ
な
が

る
生
活
環
境
の
創
出
等
を
目
指
し
た
デ

ザ
イ
ン
。

目
黒　

重
夫
議
員　

市
は
、
新
た

な
基
金
計
画
を
策
定
し
た
。
基
金

に
つ
い
て
は
、
増
税
が
続
く
中
、

市
民
生
活
に
活
用
す
る
こ
と
を
、

一
番
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

同
計
画
で
は
、
利
子
運
用
基
金

の
取
り
崩
し
活
用
を
や
め
る
と
定

め
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
、

市
民
生
活
優
先
の
立
場
か
ら
質
問

す
る
が
、
こ
の
取
り
崩
し
活
用
を

や
め
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

財
政
状
況
の
良
化
等

に
よ
り
、
原
則
の
運
用
に
戻
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
基
金
の
充

当
以
外
の
必
要
額
は
、
一
般
財
源

を
充
当
す
る
の
で
、
事
業
費
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

議
員　

同
計
画
で
は
、
庁
舎
建
設

基
金
の
大
幅
増
額
に
つ
い
て
も
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。  

財
務
部
長　

具
体
的
に
庁
舎
建
設

を
検
討
す
る
時
期
で
あ
り
、
他
市

の
実
績
等
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く

の
財
源
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
た
た
め
で
あ
る
。

他
新
た
な
学
校
図
書
館
づ
く
り
を
求
め

て

杉
村　

康
之
議
員　

ご
み
収
集
方

法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
前
定
例

会
ま
で
の
市
の
意
向
は
、
制
度
設

計
案
を
つ
く
り
、
そ
の
後
で
市
民

に
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
制
度
設
計
に
入
る
前

に
、
た
た
き
台
を
示
し
、
市
民
の

意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

制
度
設
計
に
入
る
前
に
、

骨
子
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
市
民

等
の
意
見
を
聞
く
場
を
十
分
に
設

け
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

議
員　

市
民
の
間
に
入
る
機
会
が

制
度
設
計
の
前
と
後
の
２
回
あ
る

と
考
え
て
よ
い
か
。

副
市
長　

骨
子
が
で
き
た
時
点
で

意
見
を
聞
く
場
と
制
度
設
計
後
の

説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員　

私
た
ち
民
主
党
の
求
め
て

き
た
こ
と
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

前
定
例
会
の
段
階
よ
り
大
き
く
変

化
し
た
と
思
う
が
、
市
民
の
意
見

を
聞
く
場
で
は
、
他
の
案
と
の
比

較
検
証
結
果
も
示
す
方
が
理
解
さ

れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

環
境
安
全
部
長　

比
較
検
討
し
た

経
緯
を
説
明
す
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

赤
野　

秀
二
議
員　

平
成
20
年
４

月
に
実
施
予
定
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
都
広
域
連
合
議
会
で

保
険
料
負
担
が
、
年
平
均
10
万
２

９
０
０
円
に
な
る
な

ど
の
条
例
が
決
定
さ

れ
、
高
齢
者
に
負
担

を
押
し
付
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
康
診
査

の
自
己
負
担
が
、
５

０
０
円
と
さ
れ
た
。

　

健
康
診
査
に
つ
い

て
は
、
受
診
難
民
の

事
態
を
招
か
な
い
よ

う
、
自
己
負
担
無
し
で
受
診
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

福
祉
保
健
部
長　

本
市
で
は
、
自

己
負
担
の
導
入
は
行
わ
な
い
方
向

で
、
担
当
部
署
と
調
整
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

同
制
度
の
保
険
料
は
今
後
、

見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
値

上
げ
等
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合

は
、
是
正
措
置
な
ど
を
関
係
機
関

等
で
積
極
的
に
求
め
て
欲
し
い
が

ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長　

保
険
料
改
定
の

際
は
、関
係
会
議
な
ど
で
協
議
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
国
等
に
要
望
し

重
田　

益
美
議
員　

平
成
18
年
に

制
定
さ
れ
た
住
生
活
基
本
法
に
よ

り
、
各
自
治
体
が
、
住
民
の
住
生

活
を
豊
か
に
す
る
活
動
を
総
合
的

に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
同
法
を

ど
の
よ
う
に
施
策
に
生
か
す
考
え

か
聞
き
た
い
。

市
長　

市
営
住
宅
で
は
、
住
宅
の

品
質
の
確
保
と
向
上
に
努
め
、
建

替
え
時
に
は
、
周
辺
環
境
と
調
和

し
た
居
住
環
境
を
確
保
し
て
い
く
。

ま
た
、
一
般
住
宅
に
対
し
て
も
、

耐
震
性
向
上
の
施
策
を
進
め
る
な

ど
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
市

営
住
宅
の
建
替
え
に
際
し
、
地
域

資
源
の
活
用
と
し
て
、
高
齢
者
施

策
と
の
連
携
も
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

生
活
文
化
部
長　

高
齢
者
施
策
へ

の
市
営
住
宅
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
市
営
住
宅
の
募
集
時
の
倍

率
が
数
十
倍
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

市
営
住
宅
数
の
確
保
と
高
齢
者
施

策
と
の
政
策
的
な
調
整
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

他
第
５
次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
実
施
に
伴
う
組
織
改
正
に
つ
い
て

て
い
き
た
い
。

他 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義
務
化
と
助

成
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
●

府
中
市
障

害
者︵
児
︶福
祉
手
当
と
府
中
市
心
身
障

害
者︵
児
︶医
療
費
助
成
を
施
設
入
所
に

対
し
て
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
て

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

尾
道
市
で
は
、

高
齢
者
等
が
医
療
や
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
在
宅
で
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
高
齢
の
入
院
患
者
が
退
院
等

の
際
、
本
人
や
家
族
を
は
じ
め
、

病
院
、在
宅
主
治
医
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
が
一
堂
に
会
し
て
会
議

を
開
く
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
尾
道
方
式
等
を
参

考
に
府
中
方
式
を
構
築
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長　

今
後
、
本
市
の

地
域
特
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

保
健
や
医
療
、
福
祉
の
連
携
を
図

り
、
本
市
ら
し
い
あ
り
方
を
調
査

研
究
し
た
い
。

議
員　

現
在
、
制
度
の
新
設
な
ど
、

高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

制
度
に
変
化
の
あ
る
場
合
、
市

民
は
理
解
し
に
く
い
た
め
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
高
齢
者
福
祉
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
開
設
し
て
い
る
福
祉
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
の
際
に
検

討
し
た
い
。

▲子供も利用しやすい新中央図書館


